


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































A&B is the world’s most successful & widespread
creative network. We help business people support
the arts & the arts inspire business people,





















































































































市「アンビエンテAmb i e n t e - I n t e r n a t i o n a l e
Frankfurter Messe」が開催される。2005年は、２月
11日から15日まで開催され、世界の90カ国から4600社
が出展し、136ヶ国から約14万人が来場したという。
世界最大規模の見本市である。燕市の実業家明道章一
氏がグローバル（GLOBAL）の包丁のデザインで世
界的に認知されている山田耕民氏と共に開発した地域
ブランド＜SHARAKUMONO＞も、この見本市で世
界的に認知されるに至った10のであり、これをきっか
けに新潟県の企業はフランクフルトの見本市への出展
熱を高めるに至っている。
2005年２月、玉川基行氏は、このアンビエンテへの
初参加を果たし、伝統工芸品・鎚起銅器を展示した。
新潟県のブースへの出展ではあったが、確実に手応え
をつかんで帰国した。
さらに、８月には、やはりフランクフルト市で開催
された見本市「テンデンス・ライフスタイル
Tendence Lifestyle-Internationale Frankfurter
Messe」11にも参加した。「テンデンス」はヨーロッパ
を中心とした世界一流小物を集めた見本市で、インテ
リアグッズ、キッチン小物、食器、フラワーベース、
パーティーギフト用品、アクセサリーと、ライフスタ
イルを彩るありとあらゆる＜もの＞が集まる。トップ
ブランド約5000社が集まり、約11万人の世界のバイヤ
ーが来場するというこのメッセは、もちろん、世界ト
ップクラスの内容である。
このメッセへの出展では、明道氏が「つばめブラン
ド育成プロジェクト」の委員長として構築してきた燕
ブランド＜ENN＞の商品としての出展を行ったので
あるが、メッセ出展のベテランの明道氏も驚くほどの
反応があったという。
歴史をたどれば、燕の代表的な産業となったステン
レス洋食器製造業は、鎚起銅器の技術を土台にして育
成されたものであり、今また、燕ブランドの＜ENN＞
が立ち上げられるに当たって、その先駈けとなって世
界に出て行くというのはまことに意義深いことと言え
るであろう。
9・4 玉川堂の明治における海外進出の歴史
ところで、1816年に初代玉川覚兵衛（1799-1872）
が開業したことに溯るとされる 玉川堂の鎚起銅器づ
くりであるが、その製品が海外に出たのは、2005年の
フランクフルトが初めてのことではない。
実は、1873年（明治６年）、明治政府が始めて公式
参加したウィーン万国博覧会13こそ、玉川堂が初の海
外進出を果たした機会であった。
このウィーン万博は、当時の日本が富国強兵・殖産
10 日本企業の製品で初めて、Ambienteの公式冊子（Top Fair）に掲載されたのは、Myodoの＜SHARAKUMONO＞であった。
11 主催者のメッセ・フランクフルトは同じ分野を扱う見本市｢アンビエンテ｣を毎年２月に開催。2003年からは「春のアンビエンテ」、
「秋のテンデンス」としてきた二つの見本市の、明確な差別化を打ち出した。出所：http://ufp.main.jp/cgi-bin/mt/mt-search.cgi
（ufpのホームページ）参照のこと。
12 玉川基行、「シリーズ　玉川堂物語①」、『 郷土史考』第三十七集、燕市教育委員会・燕郷土史研究会共編、2004年３月刊、p44
など参照。
13 ウィーン万国博覧会は、オーストリア皇帝フランツ・ヨーゼフ１世の治世25周年を記念して1873年（明治６年）５月１日から11月
２日までの約半年間、市内を流れるドナウ河畔のプラーター公園で開催された。会場の広さは183万平方メートル、来場者数は約
722万5千人であったと記録されている。（出所：国立国会図書館電子展示会・世界の中のニッポン「ウィーン万国博覧会」）
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興業という国策にむけて歩みだすための端緒をなした
事業であり、日本が国家としての威信をかけて臨んだ
一代イベントであった。1871年（明治４年）条約改正
のために渡米した後にヨーロッパの視察に廻っていた
岩倉使節団も、万博を視察して、オーストリア皇帝に
謁見しており14、この万博にかける新政府の意気込み
の程が察せる。岩倉使節団が後の明治政府の中枢を担
う人物たちによって構成されていたことは周知の事実
だ。そのメンバーの一人である大久保利通は、後々、
内国博覧会を機軸に殖産興業政策を推進していった人
物である。
日本政府は、この万博において、パビリオン出展と
いう形で世界に対して初めて情報発信したのであり、
これは、後に我が国での博覧会開催のモデルになった。
当時、博覧会事務局副総裁を務めた佐野常民は、ウィ
ーン万博に参加するにあたって、その目的を５つにま
とめ、1872（明治５）年６月に明治政府に提出した15。
その内容は、
１・日本国内で生産される上質な物産と製品を収
集・展示し、日本国が豊穣な国土を持ち、優秀な
製品を生産できるということを海外諸国に対して
アピールする。
２・海外各国の展示品と最先端の技術を詳細に調査
し、その技術を学び、日本へ持ち帰ることによっ
て日本の技術水準を高める。
３・国内の物産を収集することにより、学芸の進歩
のために不可欠である博物館の建設を計画する。
４・日本国内の上質な物産と製品が海外諸国の耳目
を集め、輸出産業の充実につながるようにする。
５・海外諸国の出展品の原価と販売価格を調査する
ことにより、海外諸国が求めている品々を把握し、
貿易の際の基礎資料とする。
となっている。これは、佐野常民自身が1867（慶応３）
年のパリ万博に佐賀藩の担当として参加した経験に基
づいているといわれている。
佐野がまとめた海外進出の意義ともいうべき大綱
は、今日の文脈でも、十分に通用するし、参考にでき
るものである。ただし、明治においては、それが国家
の主導で進まざるを得なかったのに対して、今日では、
地域のブランド構築のために中小企業が推進している
という点に大きな違いがある。
9・5 燕ブランドの海外進出と玉川堂
そして、今日、玉川堂の製品は、JAPANブランド
としての燕ブランドが2004年度から立ち上がるにあた
り、その海外出展の先陣を切る役割を果たしている。
2005年に、２度の海外出展を果たし、徐々に、海外向
けの新製品の開発と海外のバイヤーへの発信を実行し
つつある。
ところで、「つばめブランド」のテーマは、きわめ
て明確なものに一本化しているのが特徴だ。それ
は、＜食と文化＞である。実行委員長の明道章一氏が
長年行ってきた海外市場の分析に沿って、海外の市場
ニーズに即して明確なコンセプトを打ち出すことが必
須であるという方針を打ち出しているからだ。
そのテーマの中核を担う製品を玉川堂が出している
ということは、＜つばめ＞の象徴になりえているとい
うことを意味するものだ。雑草のように打たれ強く、
同業者同士の連帯の絆も強いと言われる燕市の地場産
業であるが、その根源には、鎚起銅器がある16。銅の
塊から銅板を叩き出し、一枚の銅版から様々な生活用
品を叩き出すという鎚起銅器の技術が、独自の地場の
風土と幾多の歴史的試練の中で鍛え上げられ、伝承さ
れていったことがその後の洋食器産業の発生と発展を
14 ウィーン万博会期中の６月３日、岩倉具視を特命全権大使とする遣米欧使節団（木戸孝允・大久保利通・伊藤博文も加わってい
た）がウィーンに到着し、４日間にわたって博覧会を視察し、オーストリアのフランツ・ヨーゼフ皇帝にも謁見している。その
内容は使節団の一員であった久米邦武が記した『特命全権大使米欧回覧実記』に詳細に記述されている。（出所：同前）
15 出所：同前。
16 玉川基行氏によれば、「江戸時代後期、燕に鎚起銅器が伝わる前、全国的に鎚起銅器が製作されていた。特に京都では最も盛んに
製作され、現在もわずかながら、京都で鎚起銅器職人が存在するが、産地として残ったのは、全国で燕のみである。」という。
（出所：玉川堂ホームページhttp://www.gyokusendo.com/essay/essay4.html）
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ももたらしたのである。
燕の洋食器産業が優れているのは、それが外国文化
の外面的な模倣ではなく、根底に鎚起銅器という根生
いの産業があって、その上に開花した産業だからだ。
三条市の地場産業における＜ものづくり＞の根底に鍛
冶屋の技術が息づいているのと同様に、燕市の地場産
業の根底には鎚起銅器の技術が息づいているのであ
る。ついでに言えば、燕と三条が金属加工を産業とす
るに至った根源のところでは、江戸初期における和釘
の製造という共通のルーツがある。そういった起源は、
直接に生産工程に現れることはなくとも、＜ものづく
り＞に対する考え方、いや、＜ものづくり＞のスピリ
ットとして、なお、生きている。
つまり、鎚起銅器こそは、地場産業の根底をなす文
化そのものであり、地域のものづくりのスピリットを
体現したものなのである。この製品は、伝統工芸とい
う枠に留まらない普遍性を秘めているのである。
10．暗黙知・哲学・ビジョン―まとめにかえて
ここまで、「文化」や「アート」という、目に見え
にくい資源について述べてきた。
今の潮流は、目に見えないものを否定する傾向が強
い。
しかし、それは、もう一つの「目」、つまり、見え
ないものを見る「目」＝ビジョンの欠落に発する不幸
な事態だと、私は考える。また、そういう「目」を持
った経営者がトップにいなければ、会社全体の哲学や
長期経営方針などをどうやって打ち出すことができる
のであろうか。
たとえば、「失われた10年」に先立つバブル崩壊は、
見える人には明確に見えていたはずである。右肩上が
りの経済成長の裏面に、今、何が動いているのかを見
ることが重要なのではないか。
なぜ、見えないものを見ることを疎かにする潮流が
社会を覆うようになったのかと言えば、詮ずる所、世
の中全体が哲学を軽視し、一貫性や継続や信頼や意味
よりも目先の損得や目先の金儲けに走っているからだ
と言わざるを得まい。たとえば、ヤフーに勝たねば業
界を制すること能わずと言っていた堀江貴文氏のライ
ブドアのホームページが、ヤフーのコンセプトとデザ
インまでも模倣していると感じたときには、個人的な
感想に過ぎないが、根幹的なものに時間も頭も使って
いないという印象を抱かざるを得なった。
いかに真似をしないか、いかに時間をかけてアイデ
ンティティを確立するかという問いかけから自由な企
業人が存在する根拠はない。たしかなことは、真似＝
コピーからは哲学も、したがって、ビジョンも生まれ
はしないということだ。
だからこそ、今私たちに求められているのは、＜文
化＞へのまなざしであり、＜暗黙知＞との向かい合い
である。真に、人間を通じて具現化され、継承される
資源は、＜文化＞であり、＜暗黙知＞だからだ。
＜暗黙知＞とは、職人の勘、芸術的な感性、言葉で
言えない技術など、形式化するのにそれ相当の方法や
手順の必要な知識である。いや、それは、ある意味、
ほとんど形式化も伝達も不可能な何かでさえある。そ
れどころか、形式化し、言葉で教えたら死んでしまう
何かが＜暗黙知＞の根幹にはあるようだ。だからこそ、
昔から、剣の奥義書には「無」などと書いてあったり
するわけであり、「最後の宮大工」として薬師寺の再
建を行った西岡常一棟梁なども「教わったことはすぐ
忘れる。自分で考えなはれ」（言葉や理論では捉えら
れない槌の音、木目の読み方などは、体得するしかな
いという意味）が口癖だったと言われる。そういう、
教えないということこそが真の教えであり、「不立
ふりゅう
文
もん
字
じ
」こそが真の伝承であるという壮大な逆説（パラド
クス）がそこにはあるわけだ。
つまり、心を無にして体得することによってはじめ
て会得できるようなレベルの高い技術だけが、剣であ
れ、宮大工であれ、ものの役に立つ技術とされてきた
のである。
ところが、現代社会では、このことがあまりにも軽
視されてきたし、すべてを言語情報・数値情報に置き
換えようとする一種の強迫観念が横行してきた。グラ
フや数式にできることは、事態のある特殊な局面の抽
象にしか過ぎないという哲学の根底が認識に欠けてい
るのだ。
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だからこそ、社会全体が、そうした人間疎外へと走
っている中で、ある企業が文字にすることが難し
い＜暗黙知＞を経営資源として維持しているならば、
それは、他社からは真似のできない大きな財産を持っ
ているということに他ならない。これに対して、ひた
すらムダ・ムリ・ムラを省くだけの経営では、言葉に
しにくい＜暗黙知＞を抱えることができず、変わった
従業員の異能や暗黙知を引き出すことは無理であろ
う。そして、結局、同じような業務を全員で行うシス
テムが出来上がってしまうのだ。
したがって、＜形式化＞という言葉の意味をもっと
広く取り、暗黙知を抱え込めるような懐の深さを持つ
べきなのだろう。
つまり、言語情報、数値情報、図像情報など、パソ
コンで扱いうる情報ばかりではなく、「情」や「士気」
といった＜情報＞までを＜形式化＞しようとして初め
て、本当の意味で強い企業となれるのではあるまいか。
富士通新潟システムズ前社長であった桑原邦彦氏が、
日本語の「情報」は、「情」という語彙を含んでおり、
戦の時の相手の「士気」を分析するといった事柄まで
を「情報」の内容としている、といった趣旨のことを
セミナーなどで話されていたことは卓見であろう。大
げさに言えば、今の一部の企業においては、＜形式
化＞＝パソコンのシステム導入ということになってし
まっており、たとえば、芸術・建築の分野にも＜形式
化＞があるというような知見にはまるっきり見向きも
しない風があることに目を向けるべきだ。文化史、芸
術史、思想史の流れから言うならば、現代の抽象化さ
れた絵画、音楽、建築などは＜形式化＞の流れとして
捉えられているのである。イタリアの家具見本市では、
しばらく前から、日本ブームのような現象が起きてお
り、「禅」の哲学と抽象芸術の技法を融合したミニマ
リズムという様式が一世を風靡している。また、現に、
日本企業の中には、そういう所に焦点を絞って住宅や
家具の製品開発を行っているところも存在しているの
である。
私が、とくに、注目したいのは、現代芸術の流れは、
一見存在しないもの（非在）を表現するものであるが
ゆえに、実は、「ゆれ」や「ゆらぎ」をはらんで過去
から未来へと生成・変化していく存在のありようを予
感し、先取りしている場合が多いことだ。
まさに、＜暗黙知＞の形式化を象徴するものとして
現代芸術は注目されて良い。われわれは、「ゆれ」や
「ゆらぎ」を孕んで未来に展開していくものを捉える
ことが非常に苦手になってしまっているが、現代芸術
であれ、伝統工芸であれ、「アート」の分野は、人間
性を維持し、未来に伝えていくための有力な＜知＞な
のである。
芸術を見て、的確な批評を発することは難しいし、
ある意味では、必要のないことである。大事なことは、
芸術や文化に触れることによって、「感性」に「目」
をもつことなのだ。
結　語
今、私たちは「人」であれ、「文化」であれ、その
強みの根っこを見直すべき時にいたっていると言うべ
きであろう。
玉川堂は、これまで、「人」のことを常に考える＜
ものづくり＞を継続してきたし、その心は、一人ひと
りの作り手、あるいは、玉川堂を蔭で支えてきた女性
たちにまで浸透している。
玉川堂におけるような企業と消費者、企業と社会と
の関係が、さらに広く社会に浸透し、実現していくこ
とができるならば、どうであろうか。恐らく、私ども
の生活文化は新たな方向転換を遂げることができるの
ではないか。そして、それは、現在の閉塞感を打開す
るためにはきわめて有効な手立てであり、市民ないし
生活者の側でも常に心の底で待ち望んでいる未来なの
ではないか。
「文化」へのまなざし、それは、他ならぬ「人」へ
のまなざしでもある。「人」へのまなざしは、「人」の
強みを企業の強みに転化し、ポストモダンの条件に耐
える企業へと変革していく―たとえ、それが長い
年月を要するプロセスであるにしても。
